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中学生の学校ストレスが学校享受感，攻撃性ならびに
ストレスコーピングについての検討

○小谷優花（武庫川女子大学大学院） 玉木健弘（武庫川女子大学）

キーワード：学校ストレス，学校享受感，ストレスコーピング

問 題

近年，教育現場において，いじめ，不登校など様々な

問題が懸念されている。いじめの問題に関しては，学校

ストレッサー，攻撃性などの面からこれまで数多く研究

がされている。本研究では，学校ストレッサーが攻撃性

と学校享受感に及ぼす影響を検討することに加えて，学

校ストレッサーに対してのストレスコーピングについて

検討を行った。

方 法

調査対象者

公立中学校の生徒 年生 名， 年生 名， 年生

名，計 名を対象とした。 
調査実施時期

調査時期は 年 月中旬から 月下旬に行った。 
調査用紙

学校享受感：学校享受感測定尺度 古市・玉木

を用いた。 学校ストレッサー：中学生用学校

ストレッサー尺度 岡安・嶋田・丹羽・森・矢富，

のうち，「友人関係ストレッサー」「学業ストレッサー」

「部活動ストレッサー」「委員会活動ストレッサー」「規

則ストレッサー」の つの下位尺度を用いた。 攻撃

性： 中学生用攻撃性質問紙：大竹・島井・曽我・

嶋田 を用いた。 コーピング：中学生用ストレ

スコーピング尺度 三浦･板野 を用いた。

結果および考察

本研究の仮説として，学校享受感に学校ストレッサー

の｢友人関係ストレッサー」，｢学業ストレッサー」が強い

影響を与える。また，攻撃性のうち「敵意」に学校スト

レッサーの｢友人関係ストレッサー｣が強い影響を与える

とした。仮説に基づき，学校ストレッサーが学校享受感，

攻撃性，ストレスコーピングそれぞれに与える影響を検

討するため，パス解析を行った。

中学生全体において，モデルを検討し，有意なパスが

見られたところのみを に示す。分析の結果，

「学業ストレッサー」が高いほど「あきらめ」のコーピ

ングを行うことが明らかとなり，「部活動ストレッサー」

が高いほど「思考の肯定的変換」のコーピングはあまり

行わず，「敵意」は高くなる傾向が明らかとなった。

また，「前向きな思考」，「サポート希求」，「思考の肯定

的変換」のコーピングを行うことで，学校享受感が高く

なる傾向が示唆された。さらに，「言語的攻撃」が高いと

学校享受感も高くなるという結果が得られた。

これらの結果から，学校享受感に，学校ストレッサー

の｢友人関係ストレッサー」，「学業ストレッサー」が強い

影響を与えるという仮説について検討すると，学校スト

レッサーから学校享受感に直接有意なパスは認められず，

攻撃性やストレスコーピングを媒介してのみ有意なパス

が見られた。ストレスコーピングの中では「思考の肯定

的変換」が学校享受感に正の有意な影響を与えているこ

とが認められた。このことから，ストレスコーピングの

中でも，｢思考の肯定的変換｣を行うことが学校享受感を

高めることに繋がることが明らかとなった。

次に，攻撃性のうち「敵意」に学校ストレッサーの「友

人関係ストレッサー」が強い影響を与えるという仮説に

ついて検討した結果，「友人関係ストレッサー」から「敵

意」へのパスで有意なものはみられなかった。しかし，

「部活動ストレッサー」が「敵意」に影響を与えている

ことが示された。また，｢友人関係ストレッサー」は攻撃

性の中でも｢身体的攻撃」に正の有意な影響を及ぼしてい

ることが明らかとなった。

各因子の平均値および標準偏差

※ *p < .05, **p < .01
中学生全体のパス解析の結果
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保育者の社会性と情動の学習（ ）の実施経験がプログラム
達成度と子どもの社会性育成に対する効力感に及ぼす効果

○山田洋平（島根県立大学） 小泉令三（福岡教育大学）

キーワード：社会性と情動の学習，幼児，心理教育プログラム

問題・目的

山田・小泉（ ）では，幼児対象の プロ

グラム（

；以下， ）に

よる幼児に対する実施効果が示された。本研究で

は， の実施者である保育者に及ぼす効果に

焦点を当てる。つまり，本研究の目的は，

実施経験が の達成度と幼児の社会性育成

に対する効力感（以下，保育者効力感）に及ぼす

効果を検討することである。

方 法

調査対象者： を実施している 県内私立幼

稚園 園の学級担任 名（年少・年中・年長各

名）。調査時期： 年 月。調査内容：

実施経験年数（以下，経験年数）， の

達成度（以下，達成度）， 年度に実施した各

活動について，どの程度活動のねらいを達成でき

たかを 件法で回答。 「人間関係」保育者効力

感尺度（以下，保育者効力感尺度）（西山， ）

の つの下位領域（Ⅰ人とかかわる基盤をつくる，

Ⅱ発達的視点で子どもの育ちを捉える，Ⅲ基本的

な生活習慣・態度を育てる，Ⅳ子ども同士の関係

を育てる，Ⅴ関係性の広がりを支える，Ⅵ自己の

育ちを支える）各 項目の計 項目。各項目につ

いて， の実践を通じてどの程度できるよう

になったかを 件法で回答。

結 果

分析前の手続き：学級担任の平均経験年数（

年）を基準に， 群（多群・少群ともに 名）に

分類した。達成度については，全活動の加算平均

を達成度得点とした。保育者効力感尺度について

は，下位領域ごとの加算平均を下位得点とした。

（ ）経験年数が達成度に及ぼす効果：経験年数に

よる達成度の違いをｔ検定によって検討した結果，

有意差は見られなかった（多群 ，少群 ；

，効果量 ）。（ ）経験年数が

保育者効力感に及ぼす効果：経験年数による保育

者効力感の違いを，保育者効力感尺度全体と下位

領域ごとに 検定による検討を行った。その結果

（ 参照），「Ⅰ人とかかわる基盤をつくる」

以外の全ての下位領域で有意傾向が示され（いず

れも ），経験年数が多い群が少ない群の得点

よりも高かった。

考 察

の達成度については，経験年数の両

群ともに得点が 以上であり，全体として一定

の達成度が示されたが， の実施経験年数の

違いが達成度に影響を及ぼさなかった。この点に

ついては，経験年数が多い学級担任ほど自己評価

が厳格になっている可能性が考えられる。

の実施経験年数が多いほど，保育者

効力感が高い傾向が示された。本研究においては，

の実施経験を重ねるほど， の実施者

として身につけた子どもの社会性育成に関する知

識や技能を，普段の保育場面に応用できるように

なることが示唆された。
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Table 1 SEL-8N 経験年数と保育者効力感尺度の記述統計及び t 検定結果

効果量

M SD M SD r
保育者効力感 5.36 .23 4.64 .81 2.11 + .55
Ⅰ人とかかわる基盤をつくる 5.58 .20 5.00 1.00 1.40 n.s. .41
Ⅱ発達的視点で子どもの育ちを捉える 5.42 .92 4.33 .88 2.09 + .55
Ⅲ基本的な生活習慣・態度を育てる 5.33 .26 4.58 .74 2.36 + .60
Ⅳ子ども同士の関係を育てる 5.67 .41 4.92 .86 1.93 + .52
Ⅴ関係性の広がりを支える 5.17 .26 4.33 .82 2.38 + .60
Ⅵ自己の育ちを支える 5.17 .41 4.58 .66 1.83 + .50

少群 t (10)

**p <.01 *p <.05 +p <.10

多群
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